
新薬開発研究

熱帯地域の風土病であるリューシマニア症の特効薬を熱帯の薬用植物から見出す
研究を、ペルー・ミャンマー・パキスタンの大学や研究所と共同で行っています。
治療薬の開発により、途上国に住む貧しい人々の多くの命を救うことができます。
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ミャンマーのケシ栽培地での野生植物重楼の成分検索

Paris sp.
13.7 g (118.7g)

ヘキサン層

69.1 mg

酢酸エチル層

469.2 mg

ブタノール層

15.5 g

水　 層

5.8 g

PB-A PB-B
2.3272 g

PB-C
3.2857 g

PB-D
404.3 mg

PB-E
347.6 mg

Silica gel CC
クロロホルム —メタノール
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Anphotercin B

Compd. 1
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抗リーシュマニア活性試験（L. major）

Chiric sanango (Brunfelsia grandiflora Don) 
leaves extract preparation
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